
平成２６年度 第２回宇都宮市生涯学習センター運営審議会 
 

 

日 時：平成２６年１０月３０日（木） 

午前９時３０分～ 

場 所：宇都宮市役所１４階 大会議室 

 

次      第 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議  事 

（１） 報告事項 

   ① 平成２７年宇都宮市成人式について              【資料１】 

   ② 平成２６年度生涯学習センター文化祭について         【資料２】 

   ③ 宇都宮市民大学（前期講座）の実施状況について        【資料３】 

   ④ 人材かがやきセンター主催講座（前期）の実施状況について   【資料４】 

 

（２） 協議事項 

   ① 平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方（案）について 【資料５】 

   ② 生涯学習コーディネーター制度の見直し（案）について     【資料６】 

 

４ そ の 他 

 

５ 閉  会 



                       

宇都宮市生涯学習センター運営審議会委員 

№ 氏 名 役職名等（選出生涯学習センター） 

1 大矢
お お や

 裕
やす

啓
ひろ

 

（副委員長） 
中央地区体育協会理事（中央生涯学習センター） 

2 竹内
たけうち

 律
りつ

 陽東地区まちづくり協議会事務局長（東生涯学習センター） 

3 伊藤
い と う

 昭一
しょういち

 宇都宮市生涯学習コーディネーター（東生涯学習センター） 

4 橋本
はしもと

 克子
か つ こ

 富士見地域富士見婦人会会長（西生涯学習センター） 

5 中山
なかやま

 弘
ひろし

 陽光地区連合自治会会長（南生涯学習センター） 

6 宮本
みやもと

 明
はる

尚
ひさ

 細谷小学校地域協議会委員（北生涯学習センター） 

7 吉田
よ し だ

 治
おさむ

 平石地区まちづくり協議会会長（平石生涯学習センター） 

8 池田
い け だ

 文男
ふ み お

 城山地区コミュニティ協議会会長（城山生涯学習センター） 

9 松田
ま つ だ

 一郎
いちろう

 雀宮地区自治会連合会会長（雀宮生涯学習センター） 

10 坂本
さかもと

 登
のぼる

 豊郷地区連合自治会会長（豊郷生涯学習センター） 

11 赤坂
あかさか

 節子
せ つ こ

 民生委員・児童委員（河内生涯学習センター） 

12 長谷川
は せ が わ

 京子
きょうこ

 中央生涯学習センター利用団体代表（中央生涯学習センター） 

13 森野
も り の

 満
みつる

 南生涯学習センター利用者連絡協議会会長（南生涯学習センター） 

14 久保井
く ぼ い

 陽子
よ う こ

 上河内生涯学習センター利用団体代表（上河内生涯学習センター） 

15 齋藤
さいとう

 恵美子
え み こ

 宇都宮市立御幸小学校長（小学校長会） 

16 佐々木
さ さ き

 徳
とく

志
し

 宇都宮市立陽東中学校長（中学校長会） 

17 飯野
い い の

 貴
たか

道
みち

 宇都宮青年会議所監事 

18 増渕
ますぶち

 幸男
ゆ き お

 

（委員長） 
大学講師 

19 岸
きし

 伸
しん

輔
すけ

 公募委員 

20 宇賀神
う が じ ん

 光夫
み つ お

 公募委員 

 



1 

 

平成２７年宇都宮市成人式について 

 

１ 目的 

  宇都宮市成人式は，２０歳を迎えた新成人の門出を全市をあげて祝い励ますとともに，

参加した新成人の「地域社会の一員としての自覚」や「地域に育てられたことへの感謝の

気持ち」を育むことを目的として実施している。平成２７年宇都宮市成人式についても，

成人教育の第一歩として教育的意義を持った事業となるよう取り組んでいく。 

 

２ 主催・実施機関 

  主催   宇都宮市・宇都宮市教育委員会 

  実施機関 宇都宮市成人式各中学校区会場実施委員会 

 

３ 平成２７年成人式の実施概要 

（１） 日時 

    平成２７年１月１１日（日） 

① 午前開催 

受付     午前 ９時３０分～午前１０時００分 

成人式典   午前１０時００分～午前１０時２０分 

地域交流事業 午前１０時２０分～正午 

② 午後開催 

受付     午後 １時３０分～午後 ２時００分 

成人式典   午後 ２時００分～午後 ２時２０分 

地域交流事業 午後 ２時２０分～午後 ４時００分 

（２） 成人式の内容等 

① 成人式典 

 ・目的 

   ２０歳を迎えた新成人の門出を，全市をあげて祝い，励ますもの 

 ・内容 

      開式，国歌斉唱，宇都宮の歌斉唱，激励のことば（市長又は市長ビデオメッセ

ージ），お祝いのことば（市議会議長又は議長代理），来賓紹介，誓いのことば

（新成人代表），閉式 

   ② 地域交流事業 

    ・目的 

      新成人の「地域社会の一員としての自覚」を促すとともに「地域に育てられた

ことへの感謝の気持ち」を育むもの 

    ・内容 

懇談会，地域の特性を活かした事業，地域の方への謝辞等 

 

（３） 会場及び交付金 

     ２５中学校区ごとの会場（ホテル・結婚式場 ９施設２５会場） 

     別紙参照  

 

資料１ 
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（４） 該当者 

平成６年４月２日から平成７年４月１日の間に生まれた，本市住民基本台帳に登

載されている者 

※ ただし，本市出身者で市外に転出した等，本市の成人式への出席を希望する

者も対象とする。 

（５） 出席者推計   

   ・ 該当者（当時の中学校卒業生数） 

 ４，８９６人 

   ・ 出席者（該当者×前回出席率） 

４，０９３人 

（６） 来賓 

・ 市長招待者 

   国会議員，県議会議員，市議会議員，市社会教育委員，市生涯学習センター 

運営審議会委員 

・ 実施委員長招待者 

    各実施委員会で決定 

（７） 運営体制 

・ 実施委員会 

中学校区ごとに実施委員会を組織し，成人式の企画運営を行う。 

実施委員の構成は，当該中学校区内の新成人及び社会教育関係団体構成員等

による（２０名程度） 

   ・ 事務局 

      各生涯学習センターが事務局を担う。 

 

３ その他 

 ・ 生涯学習センター運営審議会委員の皆様には，例年通り市長招待者として成人式に

ご出席をお願いしたいと考えております。 

  ・ なお，ご出席いただく会場につきましては，招待状（１２月上旬頃発送）に同封の 

   出欠はがきにより，ご希望の会場をお知らせいただく予定となっております。 



午前開催 午後開催

一　条 150 124 34 158 護国会館 中央 581

陽　北
　県立のざわ特別支援学校
　県立わかくさ特別支援学校

204 174 28 202 ホテル東日本宇都宮 〃 761

旭 161 117 31 148 護国会館 〃 566

陽　南 264 225 38 263 宇都宮東武ホテルグランデ 南 1,149

陽　西
　作新学院中等部
　栃木県立盲学校
　栃木県立聾学校
　宇大附属特別支援学校

352 286 34 320 ホテルニューイタヤ 西 1,052

星が丘
　宇大附属中学校 365 302 37 339 宇都宮東武ホテルグランデ 北 1,312

陽　東
386 333 47 380 ホテル東日本宇都宮 東 1,123

泉が丘 237 195 31 226 ホテル東日本宇都宮 〃 813

宮の原

　 289 232 39 271 ホテルニューイタヤ 西 911

清　原
　海星女子学院中学校 251 210 25 235 二荒山会館 清原 722

横　川 145 121 23 144 ホテルマイステイズ宇都宮 横川 607

瑞穂野 90 79 22 101 ヴィラ・デ・
マリアージュ宇都宮

瑞穂野 524

豊　郷 228 185 22 207 ホテル東日本宇都宮 豊郷 789

国　本 119 96 29 125 ホテル東日本宇都宮 国本 489

城　山 135 110 20 130 コンセーレ 城山 509

晃　陽
　県立富屋特別支援学校 83 77 22 99 ホテル丸治

篠井
富屋 624

姿　川 196 175 25 200 コンセーレ 姿川 513

雀　宮 214 170 27 197 二荒山会館 雀宮 654

鬼　怒 209 171 15 186 ホテルマイステイズ宇都宮 平石 702

宝　木 161 137 21 158 宇都宮東武ホテルグランデ 北 962

若松原 223 193 21 214 宇都宮東武ホテルグランデ 南 1,081

上河内 92 85 16 101 ホテル東日本宇都宮 上河内 461

古　里 111 100 19 119 ホテルニューイタヤ 河内 566

田　原 117 100 16 116 ホテルニューイタヤ 〃 566

河　内
　県立岡本特別支援学校 114 96 12 108 ホテルマイステイズ宇都宮 〃 540

計 4,896 4,093 654 #### 14会場 11会場 18,577

開 催 日

開催時間

受　　付

式　　典

記念事業 2 1以外で，本市成人式への出席を希望する者午前10時20分～正午

午後開催

午後1時30分～2時

午後2時～2時20分

午後2時20分～4時

交付金
（千円）

成人式該当者

平成6年4月2日～平成7年4月1日の間に出生

した次の何れかに該当する者

1 本市住民基本台帳に登載されている者

午前開催

平成２７年１月１１日（日曜日）

午前9時30分～10時

午前10時～10時20分

　　　　平成２７年成人式会場及び交付金一覧

中学校区
推定

該当者
数

推定
出席者

数

推定
来賓者

数
合計

　　　　　実施会場（　　 　　　　　）      
担当

：昨年からの変更部分 

宇東高附属中学校 

宇短大附属中学校 

文星芸大附属中学校 

別 紙 



趣旨 主催 事業内容 日程 会場

ギャラリー展示
（刻字彫，写真，俳句，短
歌，川柳，日本画，水墨
画，洋画，書道，ちぎり
絵，工芸，絵手紙，おりが
み，布ぞうり，布絵，パー
チメントクラフトなど）

ホール発表
(フォークダンス，フラダン
ス，民舞，四つ竹おどり，
日舞，吟詠剣舞詩舞，合
唱，合奏，手話コーラス，
朗読，大正琴，ジャズダン
ス，社交ダンスなど)

ステージ部会
（合唱，フォークダンス，フラ
ダンス，オカリナ合奏，吟詩
舞，大正琴，弦楽合奏など）

10月26日（日）

平成２６年度生涯学習センター文化祭開催概要

東生涯学習センター

10月25日（土）～26日(日）

作品部会
（書道，パステル画，絵てが
み，アイデア作品，川柳，編
み物など）

東生涯学習センター

中央生涯学習センター

宇都宮市中央生涯学習センターで活動
している各種団体が，日頃の活動成果
を発表することにより，団体間の交流を
図りながら，文化活動の向上と地域活
動を推進し，連帯意識を高め，生涯学
習並びに地域活動の促進を図る。

中央生涯学習センター・中央
市民活動センター文化祭実行
委員会

宇都宮市東生涯学習センターで活動し
ている各種団体と東生涯学習センター
地域内のコミュニティセンターを中心に
活動する団体が，日頃の活動成果を発
表することにより，団体間の交流を図る
とともに，連帯意識を高め生涯学習並
びに地域活動の促進を図る。

東生涯学習センター文化祭実
行委員会

10月24日（金）～26日（日）
中央生涯学習センター

資料２ 
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趣旨 主催 事業内容 日程 会場

サークル発表会
（合唱，大正琴，太極拳，フラ
ダンス，よさこいなど）

11月15日（土）

特別講演会
「ハープコンサート」
～秋の風に舞う
　　　　素敵なメロディー～

11月15日（土）

作品展示
（書道，水墨画，拓版画，手
工芸，俳句，絵手紙など）

11月15日（土）～16日（日）

模擬店
（野菜，そば，赤飯，けんちん
うどん，ﾌﾞﾘｯﾂｪﾝｸﾞｯｽﾞなど）

11月15日（土）～16日（日）

参加体験＜新企画＞
（自転車ｼﾐｭﾚｰﾀｰ体験)
（健康相談・骨密度測定）

11月15日（土）
11月16日（日）

野外ステージ
（幼・保・小の子どもステー
ジ・みんなdeダンス(新企
画）・ビンゴ大会など）

11月16日（日）

創作体験（押し花のしおり
作り，ネイルアート（新企
画）体験）

11月16日（日）

子どもアニメーション映画
会

11月16日（日）

作品展
（絵画，書道，俳句，工
芸，彫塑，写真，手芸，生
花，など）

10月25日（土）～11月9日
（日）

南生涯学習センター他

模擬店，もちつき体験，無
料体験コーナー（スタンプ
ラリー，パターゴルフ，紙
工作など）
消防音楽隊演奏

11月8日（土）

サークル発表，演芸フェス
ティバル
（大正琴，合唱，日本舞
踊，フォークダンス，太極
拳，民話語りなど）

11月16日（日）

南生涯学習センターを利用している対
象地域内の各種団体や南生涯学習セ
ンターの利用者が，日頃の活動成果を
展示，発表し，一体となって諸事業を展
開することにより，特色ある地域文化の
向上発展並びに生涯学習の推進，地域
住民の連帯意識の高揚を図ることを目
的とする。

南生涯学習センター文化祭実
行委員会

南生涯学習センター

南生涯学習センター

西生涯学習センター

西生涯学習センター登録団体として活
動している各種団体が一体となって諸
事業を展開し，その成果を展示，発表
することにより，特色ある地域文化の向
上発展並びに生涯学習の推進，地域住
民の連帯意識の高揚を図ることを目的
とする。

※平成２６年度文化祭テーマ
　　「文化でつなぐ　地域の力
　NSBで　ホップ！ステップ！ダンス！」

西生涯学習センター文化祭実
行委員会

西生涯学習センター
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趣旨 主催 事業内容 日程 会場
作品展
（絵画，書道，篆刻，絵手
紙，日光彫，生け花，手芸
など）
模擬店，お茶席，もちつき
体験など
演芸発表会
（合唱，太極拳，大正琴な
ど）

10月3日（金）

社交ダンスフェスティバル 10月2日（木）
一人語り講演会 11月1日（土）
作品展
（絵画，写真，書道，華
道，日光彫など）

11月1日（土）～2日（日）

サークル発表
（民舞，合唱，フラダンス，
吹奏楽など）
模擬店
※農業祭同時開催
ペタンク，ゲートボール大
会 平石中央小学校校庭

作品展
（絵画，写真，粘土人形，
いけばな，押し花など）
サークル発表
（合唱，大正琴，民謡，太
極拳など）

模擬店，昔遊びコーナー，
相談コーナーなど
※農業祭同時開催

本文化祭・農業祭は，清原地区で暮す
人たちが日々取り組んでいる文化活動
の展示・披露や地区内で生産されてい
る農産物の紹介を通じて，地域文化の
更なる発展と地区内外の連帯意識の向
上を図ることを目的とする。

平石生涯学習センター

11月2日（日）

とちぎ福祉プラザ

清原地区文化祭・農業祭実行
委員会

清原生涯学習センター

北生涯学習センター

平石地区文化祭実行委員会

北生涯学習センター対象地域内におけ
る各種団体が一体となって諸事業を展
開し，その成果を展示，発表することに
より，特色ある地域文化の向上発展並
びに生涯学習の推進，地域住民の連帯
意識の高揚を図ることを目的とする。

北生涯学習センター文化祭実
行委員会

9月27日（土）～28日（日）

地域における文化基盤の向上と地域住
民の連帯意識の高揚を図ることを目的
とする。

10月25日（土）～26日（日） 清原生涯学習センター

平石生涯学習センター

北生涯学習センター
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趣旨 主催 事業内容 日程 会場
作品展
（書道，絵画など）

学びの広場イベント：
（テーマ）横川の魅力を再
発見しよう！（地区文化財
の紹介）

軽スポーツの祭典

サークル発表
（フラダンス，太極拳など）

小中学生による発表（よさ
こいなど）
演芸大会（カラオケなど）
模擬店
（横川産宮牛串焼きなど）
横川産宮牛肉入りカレー
無料配布
※農業祭合同開催

作品展
（絵画，絵手紙，日光彫，
書道，パッチワーク，写
真，短歌など）

11月22日（土）～23日（日）

演芸会
（民謡，舞踊，オーケスト
ラ，カラオケ，童謡，よさこ
い，ギター，フラダンスな
ど）

女川町直送さんま祭，模
擬店，お茶会など
農業祭，福祉まつり同時
開催
作品展
（絵画，書道，編み物など） 11月1日（土）～2日（日）

しろやま映画祭 11月1日（土）
ホールアトラクション
（ダンス，マジック，民舞，
合唱，吹奏楽など）

模擬店，しろやま検定，子
どもお囃子，ダンスパー
ティーなど
農業祭，福祉まつり同時
開催

11月9日（日）

城山地区文化祭・農業祭実行
委員会

城山生涯学習センター

11月2日（日）

特色ある地域文化の向上発展並びに
生涯学習の推進，地域による主体的な
地域づくりの推進，及び地域住民の連
帯意識の高揚を図ることを目的とする。

みずほのフェスティバル実行
委員会

瑞穂野生涯学習センター

城山生涯学習センター

地域住民の自主性と創意によるコミュニ
ティ活動を促進し，特色ある地域文化の
向上発展と生涯学習の推進，地域住民
の連帯意識の高揚を図ることを目的と
する。

11月23日（日）

瑞穂野生涯学習センター

横川生涯学習センター横川生涯学習センター

地区住民の「思いやる心」「学ぶ心」「ふ
れあう心」の高揚を図るとともに，「ふる
さと横川」の地域文化と自治意識の向
上を図ることを目的とする。

横川ふれあいまつり実行委員
会

11月8日（土）～9日（日）

4



趣旨 主催 事業内容 日程 会場
作品展
（書道，絵画，絵手紙，編
み物，ステンドグラスなど）
地区内小中学校児童，生
徒作品展示
（絵画，書道，工作など）

ホール発表
（カラオケ，書道，日舞，ハ
ワイアンなど）

11月8日（土）

玄関前広場
地区内小中学校児童，生
徒の発表など
（宗円獅子舞，金管バン
ド，南中ソーラン，吹奏楽
など）

11月9日（日）

その他
（地元の歴史・文化の展
示，発表，紹介など）

11月8日（土）～9日（日）

むかし遊び，健康・福祉
コーナーなど
※農業祭合同開催

11月9日（日）

ダンスパーティー 11月9日（日）

作品展
（絵画，書道，手芸など）

11月1日（土）～2日（日）

サークル発表
（フラダンス，和太鼓，空
手演舞，大正琴など）

11月2日（日）

ダンスパーティー 11月2日（日）

作品展
（書道，洋裁，絵手紙，押
し花，俳句，日光彫など）

11月4日（火）午後～9日（日）

サークル発表
（楽器演奏，フラダンス，
体操，民謡，ウクレレな
ど）
※農業祭同時開催

11月9日（日）

豊郷生涯学習センター

富屋生涯学習センター

豊郷生涯学習センター

くにもとまつり運営委員会
くにもとまつり文化祭実行委員
会

富屋地区市民センター文化祭
実行委員会

11月8日（土）～9日（日）

国本生涯学習センター国本生涯学習センター

豊郷まつり実行委員会（文化
祭）

富屋生涯学習センター
地域文化の向上発展と地域住民の連
帯意識の高揚を図ることを目的として実
施する。

豊郷地区内の各種団体が一体となっ
て，特色ある地域文化の向上並びに生
涯学習の推進，地域による主体的な地
域づくりの推進及び地域住民の連帯意
識の高揚を図ることを目的とする。

国本地区各種団体・小中学校・国本生
涯学習センター利用団体の活動内容を
地域住民にＰＲするとともに，　地域の
連帯意識の高揚及び芸術文化の向上，
伝統文化の継承を図ることを目的とす
る。

5



趣旨 主催 事業内容 日程 会場
作品展
（絵画，工芸，書，写真，
手芸，生花，短歌など）

11月2日（日）～3日（月）

ホール発表
（合唱，大正琴，カラオケ，
読み聞かせなど）

11月3日（月）

アトラクション
（郷土芸能，よさこいソー
ラン，マーチング，吹奏
楽，クックマンショー，な
ど）※ｱﾄﾗｸｼｮﾝは秋祭りと
共催

11月3日（月）
篠井生涯学習センターグ
ラウンド

作品展
（絵画，日光彫，写真，押
し花，フラワーアレジメン
ト，短歌など）
サークル発表
（太極拳，合唱，ウクレレ，
日本舞踊，カラオケ，フラ
ダンス，フォークダンス，
手話など）

イベント
（お茶会，版画の広場，ダ
ンスパーティー，＊囲碁大
会など）

11月1日（土）～2日（日），
＊3日（月）

スポーツ大会
（輪投げ大会，卓球大会，
なわとび大会，＊バドミン
トン大会など）

11月1日（土）～2日（日），
＊9日（日）

姿川生涯学習センター附
属体育館，姿川中学校
校庭

作品展
（保育園児作品，小学生･
中学生・高校生作品，絵
画，写真，手芸など）

11月8日（土）～9日（日）

模擬店，バザー，お茶会，
親子映画会，雀宮史跡め
ぐり，子どもイベント広場
など
※収穫感謝祭合同開催

雀宮生涯学習センター

この事業は，「ふるさと雀宮」の特色ある
地域文化の向上発展と豊かな農産物の
収穫を祝い地域住民の連帯意識の高
揚を図ることを目的とする。

雀宮地域文化祭・収穫祭実行
委員会

雀宮生涯学習センター

アトラクション，サークル発
表等（お囃子，フォークダ
ンス，ソーラン，太極拳，
吹奏楽，フラダンス，体操
など）

11月9日（日）

姿川生涯学習センター

篠井生涯学習センター

特色ある地域文化の向上発展並びに
生涯学習の推進，地域による主体的な
地域づくりの推進，及び地域住民の連
帯意識の高揚を図ることを目的とする。

姿川地区文化祭実行委員会

11月1日（土）～2日（日）

篠井生涯学習センター対象地域住民総
ぐるみにより文化祭事業を展開し，地域
文化の向上発展と生涯学習推進，地域
住民の連帯意識の高揚を図り，ゆたか
で活力あるまちづくりに寄与することを
目的とする。

姿川生涯学習センター

篠井の文化祭実行委員会篠井生涯学習センター
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趣旨 主催 事業内容 日程 会場
作品展
（幼稚園・保育園児作品，
小学生・中学生作品，手
編み，華道，絵手紙，パッ
チワーク，日光彫りなど）

上河内生涯学習センター
ほか

サークル発表
（大正琴，カラオケ，舞踊，
昔語り，よさこい，ダンス，
フォークソングなど）

上河内体育館

体験コーナー
（茶道，パソコン，絵手紙
作り，フラワーアレンジメ
ントなど）

上河内生涯学習センター

作品展示
（生け花，絵手紙。園芸，
押花，絵画，活動発表，木
彫，切り絵，写真，手芸，
書道，ちぎり絵，水墨画，
ステンドグラス，竹細工，
篆刻，陶芸，籐工芸，日光
彫，文芸，幼稚園児作品，
小・中学生作品など）

河内体育館

芸能音楽祭
（合唱，楽器演奏（オカリ
ナ，ギター，声楽，大正
琴，ハーモニカ），カラオ
ケ，郷土芸能，吟詠剣詩
舞，筝曲，太極拳，舞踊，
フラダンス，民謡，マジッ
ク，よさこい，リズムダンス
など)

河内生涯学習センター

催事（茶席，パソコン体験
教室，文化財探訪，模擬
店など），企画展「河内の
文化財」など

河内生涯学習センターほ
か

10月25日（土）

河内生涯学習センター

河内地域内の芸術文化活動にかかわ
る人達が一堂に会して、相互の交流を
深め、その活動を披露し、地域の芸術
文化の向上に寄与することを目的として
文化の祭典を実施する。

河内地域文化祭実行委員会

上河内生涯学習センター地域内におけ
る各種団体や学校等が一体となって諸
事業を展開し，その成果の展示，発表
及び相互交流により，地域の芸術文化
向上並びに生涯学習の推進，地域住民
の連帯意識の高揚を図ることを目的と
する。

上河内地域文化祭実行委員会

11月1日(土）～2日(日)

上河内生涯学習センター
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９月～１１月

月 火 水 木 金 土 日

9月22日 9月23日 9月24日 9月25日 9月26日 9月27日 9月28日

9月29日 9月30日 10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日

10月6日 10月7日 10月8日 10月9日 10月10日 10月11日 10月12日

10月13日 10月14日 10月15日 10月16日 10月17日 10月18日 10月19日

10月20日 10月21日 10月22日 10月23日 10月24日 10月25日 10月26日

10月27日 10月28日 10月29日 10月30日 10月31日 11月1日 11月2日

11月3日 11月4日 11月5日 11月6日 11月7日 11月8日 11月9日

11月10日 11月11日 11月12日 11月13日 11月14日 11月15日 11月16日

11月17日 11月18日 11月19日 11月20日 11月21日 11月22日 11月23日

11月24日 11月25日 11月26日 11月27日 11月28日 11月29日 11月30日

生涯学習センター文化祭日程表

 中央 

上河内 

河内，平石，城山， 

富屋，姿川 

北 

 西 

      南 

北 

  南 

  南 

 東，清原 

 瑞穂野 

 国本，雀宮，横川 

豊郷 

  南 

  南 

  篠井 

  篠井 

参考資料１ 



№ 所属（地区）名 開催日 文化祭等名 会　　　　　　　場 備　　考

1 中　央 10/4・5 秋桜祭 中央小学校（体育館）

2 東 11/1･2 トーコー文化祭 東地域コミュニティセンター

3 簗　瀬 11/1･2 簗瀬地区文化祭in霜月祭 簗瀬小学校・簗瀬地域コミュニティセンター

10/19 西原地区ミュージックフェスティバル 西原小学校（体育館）
食のフェスティバル（西原コ
ミュニティセンター　10:00
～13:00）同日開催

11/22･23 西原地域ＰＴＡ文化祭 西原小学校・西原地域コミュニティセンター

5 昭　和 11/1 昭和まつり２０１４ 昭和小学校

6 錦 11/20～22 第１０回錦文化祭 錦地域コミュニティセンター

10/25 宮の原地区文化祭 宮の原小学校・宮の原地域コミュニティセンター

11/1 健康でい 宮の原小学校・宮の原地域コミュニティセンター

8 峰 11/8 峰地区文化祭 峰小学校（校舎･体育館）・峰地域コミュニティセンター

9 泉が丘 11/1・2 泉が丘地区文化祭 泉が丘小学校（体育館ほか）・泉が丘地域コミュニティセンター

10 石　井 11/8 石井地域コミセン文化祭 石井地域コミュニティセンター・石井小学校（校庭）
・ＰＴＡ秋祭り
・活力あるむらづくり
・コミセン文化祭

11 御　幸 11/9 御幸地区文化祭・作品展 御幸小学校（校庭・体育館）

12 城　東 10/18・19 城東文化祭 城東小学校（校庭・体育館）・城東地域コミュニティセンター

13 陽　東 10/25 陽東祭 陽東小学校（校舎・体育館）・陽東地域コミュニティセンター

14 御幸が原 11/1 御幸ヶ原地域まつり 御幸が原小学校（校庭・体育館）・御幸が原地域コミュニティセンター

15 富士見 11/1・2 富士見地域文化祭 富士見地域コミュニティセンター・富士見小学校（校庭）

16 明　保 10/26 明保地区文化祭
明保地域コミュニティセンター
明保小学校（校庭・体育館・地域開放室）

17 陽　南 9/13･14 陽南ふれあいまつり 陽南小学校（校庭・体育館）・陽南地域コミュニティセンター

18 陽　光 11/1～3 陽光地区文化祭 陽光地域コミュニティセンター
最終日３日は模擬店が
出店

19 戸　祭 11/8・9 戸祭フェスタ 戸祭地域コミュニティセンター・戸祭小学校（校庭・体育館）
8日は作品展示
9日は14時より抽選会が
あり，終了時間は未定

20 宝　木 11/9 宝木まつり 宝木地域コミュニティセンター・宝木小学校（校庭）

11/22 今泉コミセンまつり　作品展・発表会 今泉地域コミュニティセンター･今泉小学校（校庭）
11/22はＰＴＡ文化祭と
同日開催

2月ごろ 今泉コミセン文化祭　作品展 今泉地域コミュニティセンター

22 緑が丘 10/25・26 緑が丘コミセンまつり 緑が丘小学校（校庭）・緑が丘コミュニティセンター

23 桜 11/1 桜地域文化祭 桜地域コミュニティセンター・桜小学校（校庭・体育館）

※文化祭等の名称及び会場は変更になる場合があります。

平成２６年度　地域コミュニティセンター文化祭開催日一覧

西　原

宮の原

今　泉21
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宇都宮市民大学（前期講座）の実施状況について 

◎ 趣旨 

  平成２６年度宇都宮市民大学(前期講座)の実施状況について報告するもの 

 

１ 合同開講式・公開講座 

 (1) 日   時  平成２６年５月２４日（木） 午前１０時～正午 

(2) 会   場  文星芸術大学 大講義室 

(3) 内     容 ・合同開講式 

・公開講座 演題 「マンガの力を知る 

～大学でマンガを学ぶとはどういうことか～」 

(4)             講師 田中 誠一．氏（文星芸術大学美術学部美術学科マンガ専攻 准教授） 

(4) 受講者数  １５４名 

 

２ 専門講座 

№ 講 座 名（開講数） 講  師 
開催 

期間 

（募集定員） 

〔応募者数〕 

受講者数 

修了者数 

(修了率) 

1 

Ｉ ふるさと地域学コース 
下野における戊辰戦争 

～宇都宮戦争を中心に～ 

（全９回） 

宇都宮市文化財保護審議委員会 
委員    大嶽 浩良 氏 

6/3 

～ 

7/22 

（５０） 

〔１３６〕 

８６ 

７４ 

（86.0％） 

2 

Ⅰ ふるさと地域学 コース 
『小倉百人一首』の歴史学 

～縁は愉快だ 宇都宮～  

（全７回） 

文星芸術大学 美術学部 
非常勤講師 福田 三男 氏 

日本大学 文理学部 
 教授    関 幸彦 氏 
益子町・宇都宮市郷土史研究家 

6/6 

～ 

7/11 

（５０） 

〔５５〕 

４８ 

４０ 

（83.3％） 

3 

Ⅱ 今を読み解く現代社会コース 
 知って得する 気象講座 
～天気のしくみと自然災害～ 

（全７回） 

宇都宮気象台 

 防災管理官 山本 義勝 氏 

 気象情報官 和田 郁夫 氏 

 地震津波防災官 藤崎 健一 氏 

 防災気象官 杉田 興正 氏 

6/2 

～ 

7/7 

（５０） 

〔８２〕 

７６ 

６８ 

（89.5％） 

4 

Ⅱ 今を読み解く現代社会コース 
夢への挑戦 陸！海！空！ 

～その発想とプロセスを学ぶ～ 

（全８回） 

慶應義塾大学 

 名誉教授  清水 浩 氏 

社会システムデザイン株式会社 

 代表取締役社長 宮田 秀明 氏 

帝京大学 理工学部 

 教授    久保田 弘敏 氏 

宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 

 宇宙科学研究所 助教 

       羽生 宏人 氏 

チーフマネージャー 

渡辺 安 氏 

東京藝術大学 美術学部 

 准教授   八谷 和彦 氏 

6/6 

～ 

7/18 

（５０） 

〔５１〕 

４５ 

３８ 

（84.4％） 

5 

Ⅲ 暮らしを彩る教養・文化コース 
「文星芸術大学連携講座」 

『水』ふしぎの世界 

 ～水の特性とスポーツ・食・芸術と

の関わり～ 

（全８回） 

文星芸術大学 美術学部 
 教授    島野 安雄 氏 
 教授    林 香君 氏 
准教授   田中 久美子 氏 

宇都宮文星短期大学 地域総合文化学科 
 教授    野澤 謙 氏 
助教    大津 智仁 氏 

6/2 

～ 

7/14 

（５０） 

〔３２〕 

３０ 

２７ 

（90.0％） 

6 

Ⅲ 暮らしを彩る教養・文化コース 
下野薬師寺を探る 

～古代東国仏教の中心寺院～ 

（全７回） 

栃木県考古学会 

 会長    橋本 澄朗 氏 

6/5 

～ 

7/10 

（５０） 

〔１０６〕 

８１ 

７５ 

（92.6％） 

計 
（３００） 

〔４６２〕 

３６６ 

３２２ 

（88.0％） 

※ 各専門講座の（開講数）は，「合同開講式・記念講演会」を 1回分として含む 

※ 修了率は，４分の３以上の出席者 

資料３ 



 

３ 後期講座（予定） 

⑴ 合同開講式 

ア 開催日時  平成２６年１０月２２日（水）午後２時～午後２時２０分 

イ 会  場  作新学院大学 作新清原ホール 

 

⑵ 公開講座 

ア 開催日時  平成２６年１０月２２日（水）午後２時３０分～午後４時 

イ 会  場  作新学院大学 作新清原ホール 

ウ 演  題  健康力を高めるメンタルトレーニング 

～心と身体をキレイに保つ秘訣とは～ 

エ 講  師  作新学院大学 経営学部 スポーツマネージメント学科 

 准教授 笠原 彰 氏 

 

⑶ 専門講座 

ア 開催期間  平成２６年１０月～１２月 

イ 開催回数  ５回～９回（公開講座１回を含む） 

 

後期専門講座 

№ 
講 座 名 

（開講数） 

開催期間 

(開催曜日・時間) 

１ 

Ｉ ふるさと地域学コース 

「柳田國男の可能性」と栃木学，まちづくりへの提言 

 

（全９回）             【作新学院大学連携講座】 

10月 28日～12月 16日 

（火曜日 午後） 

２ 

Ⅱ 今を読み解く現代社会コース 

老後を安心して暮らすために 

～今，何をどうすべきか～ 

（全８回） 

11 月 4 日～12 月 16日 

（火曜日 午前） 

３ 

Ⅲ 暮らしを彩る教養・文化コース 

仏像の歴史を探る 

～素晴らしい仏さまとの出会いを求めて～ 

（全８回） 

10月 30日～12月 11日 

（木曜日 午前） 

４ 

Ⅲ 暮らしを彩る教養・文化コース 

「和食」文化を見つめ直そう 

～自然の豊かな食材で，健康で長寿な食生活を～ 

（全８回） 

11 月 7 日～12 月 19日 

（金曜日 午後） 

５ 

Ⅲ 暮らしを彩る教養・文化コース 

国の曙「弥生時代」を知る 

～西から東，そして栃木へ～ 

（全７回） 

11 月 10日～12月 22日 

（月曜日 午前） 

６ 

Ⅳ コミュニケーション学コース 

自分を伸ばす「コミュニケーション」 

 

（全６回）              【事務局企画講座】 

11 月 7 日～12 月 5 日 

（金曜日 午前） 

※ 講座の実施会場は，人材かがやきセンター研修室（中央生涯学習センター５階） 

※ 各専門講座の（開講数）は，「公開講座」を 1回分として含む 

※ 午前⇒午前１０時から正午，午後⇒午後２時から午後４時 

 

 



 人材かがやきセンター主催講座（前期）の実施状況について 

 

◎ 趣 旨 

  平成２６年度人材かがやきセンター（前期）の実施状況について報告するもの 

 

１ 実施状況 

⑴ 開催日時  平成２６年５月３０日（金）～平成２６年９月１７日（水） 

⑵ 実施講座  ７講座（全１回～全５回の講座） 

⑶ 受講者数  延 ４８７名 

 

２ 前期講座実績一覧 

№ 講座名（開講数） 講 座 概 要 講 師 開催日 
受講 

者数 

１ 
「宮の朝活」つづけます！ 

～朝活で愉快だ宇都宮～ 

（全 5回） 

日頃多忙な20代から40代の

学生や主婦，ビジネスマンなど

を対象に，早朝の時間帯を活用

して学習機会を提供する。講座

では就労世代に関心の高い分

野や時事問題等の講義のほか，

朝食を取りながら受講者同士

の異業種間交流なども図る。 

①㈲シンビプロジェクト 

印象戦略家 ちとせ 氏 

②㈱ファーマーズ・フォレスト 

代表取締役 松本 譲 氏 

④㈱新朝プレス 

代表取締役 橋本 大輔 

⑤宇都宮市 

副市長 荒川 辰雄 

①5/30 

②6/6 

③6/13 

④6/20 

⑤6/27 

定 40 

申 55 

受 55 

２ 

宇都宮ゆかりの偉人 

蒲生君平の生き方や考え

方に学ぶ 

(全 2回) 

『大日本史』の「志」類の面から

蒲生君平と水戸黄門（徳川光圀）

との関係について学ぶほか，市

内にある蒲生君平ゆかりの地や

地域の取組などを学習し，個々

の生き方を考える。 

①宇都宮市立田原中学校副校長  

博士（文学） 阿部 邦男 氏 

②郷土歴史研究家 

事務局長 小林 暁雲 氏 

①6/25 

②7/2 

定 40 

申 71 

受 71 

３ 

思春期の心を受け入れる 

～さまざまな相談事例をも

とに～ 

(全 1回) 

主に思春期の子をもつ保護者

や関心のある方，学校支援ボラ

ンティア，青少年指導員などの地

域活動に関わっている方などを

対象に，思春期の心を受け入れ

るために，親として，地域の大人

としてのかかわり方を見直し，子

どもの自立支援について学ぶ。 

①栃木県連合教育会 

相談部長 丸山 隆 氏 
①7/6 

定 30 

申 28 

受 27 

４ 

知る・見る・学ぶ 

レンタサイクルで巡る  

～宇都宮の魅力再発見～ 

(全 3回) 

まちなかについての講義や，

本市に拠点を置くプロサイクルチ

ームメンバーとともに巡る「まちな

か散策」を通して，本市の魅力を

再発見することで郷土愛を深め，

本市の魅力を広く発信してもらう

ことを目的とする。また，自転車

安全走行の知識も学ぶ。 

①特定非営利活動法人  

宇都宮まちづくり推進機構 

  事務局長 大木 雄一郎 氏 

②宇都宮ブリッツェン 

 ゼネラルマネージャー 

  廣瀬 佳正 氏 

③作新学院大学 経営学部 

  准教授 小山 さなえ 氏 

①7/23 

②7/30 

③8/6 

定 30 

申 34 

受 32 

５ 
怒りと上手につきあうコツ 

～アンガーマネジメント～ 

(全 2回) 

職場や家庭内でのコミュニケ

ーション力を向上させるとともに，

それらを社会生活に生かすた

め，自分自身の怒りやストレスな

どの感情をコントロールするため

の手法を学ぶ。 

①②金城学院大学 人間科学部 

  教授 日詰 慎一郎 氏 

①8/4 

②8/11 

定 20 

申 58 

受 58 

資料４ 



６ 

親学スペシャル 

【思春期版】子育てハッピ

ーアドバイス 

～思春期こそ意識したい子

どもの「自己肯定感」～ 

(全 1回) 

スクールカウンセラーや子育て

支援活動を精力的に行っている

専門家を招き，子どもの自己肯

定感の育成や発達段階，特に思

春期の子どもへの対応等につい

ての講演会を開催し，家庭教育

支援の促進を図る。 

①医師・スクールカウンセラー 

  明橋 大二 氏 
①8/30 

定 300 

申 239 

受 215 

７ 

お・も・て・な・しは最高の笑

顔から 

～異文化コミュニケーション

を楽しもう！～ 

（全 3回） 

受講生が受講後に，機会を捉

えて気軽に異文化交流ができる

ようになることを目的とし，異文化

への理解や国際交流活動の事

例，交流の魅力などについて学

ぶ。 

①②宇都宮大学 国際学部 

  教授 佐々木 一隆 氏 

②ＮＰＯ法人 

宇都宮市国際交流協会 職員 

①9/3 

②9/10 

③9/17 

定 30 

申 30 

受 29 

※ 受･･･受講決定者数 

 

 

３ 後期講座実施予定 

⑴ 開催日時  平成２６年１０月８日（水）～平成２７年２月４日（水） 

⑵ 実施講座  ４講座（全２回～全４回の講座） 

№ 講座名（開講数） 講 座 概 要 講 師（予定） 開催日 定員 

１ 

親学講座 

「子育てママのためのみん

なで親学」 

（全 3回） 

簡単に実践できる「子どもとの

向き合い方」を学ぶとともに，ワー

クショップ等を通して，日頃の子

育てを振り返り，今後の子どもと

の関わり方について考える 

・日本証券業協会 

・子ども家庭支援室 

・市家庭教育オピニオンリーダー 

・栃木県牛乳普及協会 

・市社会教育主事 

10/8 

10/15 

10/29 

24 

２ 
家庭教育サポーター養成

講座 

（全 4回） 

地域のボランティアとして，主

に就学前の子どもをもつ保護者

に対して家庭教育支援を行う家

庭教育サポーターを養成する講

座 

・市教育センター指導主事 

・市社会教育主事 

・子どもの家指導員 

11/5 

11/12 

11/19 

11/26 

20 

３ 
「宮の朝活」つづけます！ 

～朝活で愉快だ宇都宮～ 

（全 4回） 

前期に引き続き，早朝の時間

帯を活用し20代から40代を対象

に実施する講座。 

学習テーマは，前期受講者の

中から企画委員を選出し，企画

段階から参画してもらい決定する 

市内の若手起業家 

・(株)オーリアル 大塚 訓平 氏 

・(株)Seeders  下田 典子 氏 

・(株)OPEN for 五十嵐潤也 氏 

・(株)STAY GOLD 北條 真之 氏 

11/7 

11/14 

11/21 

11/28 

40 

４ 

中１ギャップは怖くない 

～そのとき，親が 

地域ができること～ 

（全 2回） 

中１ギャップに関する様々な事

例やこの時期特有の心理や感情

について学び，親として，地域の

大人としての対応方法などを学

ぶ講座 

・スクールカウンセラー 

川越 勝 氏 

H27. 

1/28 

2/4 

40 
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 平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方（案） 

 

（１）基本的な考え方 

近年における，少子超高齢・人口減少社会の到来や都市化・核家族化の進行などにより，家

庭・地域の教育力の低下や住民のコミュニティ意識や連帯感の希薄化，青少年層の自立意欲の

減退など，人づくりやまちづくりにおける課題が顕在化してきている一方，団塊の世代の地域

活動が活発化してきており，これからの地域を支える新たな担い手として期待されるなど，本

市を取り巻く社会環境は大きく変化している。 

また，東日本大震災の経験を通じて再認識された，自ら考え行動する力の重要性や，地域の

絆や人と人とのつながりの重要性を踏まえ，個々人が積極的に社会に参画し，他者と協働しな

がら，主体的に「互助・共助」による活力ある地域づくりに貢献していこうとする気運の高ま

りが見られる。こうした気運を持続的なものとし，地域住民の協働による地域課題の解決や地

域の活性化など，地域づくりの取組を促進するためには，個人の自立に向けた学習や，絆づく

り・地域づくりにつながる事業の充実に取り組んでいく必要がある。 

こうしたことから，生涯学習センターにおいては，第２次宇都宮市地域教育推進計画に掲げ

る基本理念である「学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐるみにより，

教育活動やまちづくりを支える社会を実現する。」ために，地域を支える市民一人ひとりが自己

の自立と社会の一員であることを意識し，社会参加への意欲を高めるような事業や学んだ成果

を地域につなぐきっかけとなる事業運営に取り組んでいく。 

 

 

（２）各生涯学習センターの役割 

  全ての生涯学習センターにおいて，「人材かがやきセンター」，「市民大学」との各種事業が担

う領域の特徴を踏まえ，個人の要望に応える事業と社会の要請に応える事業のバランスに配慮

しながら多様な事業を推進するとともに，市民の生涯学習ニーズに応じた学習相談及び支援を

行う。 

また，自立した個人を養成するための事業や，地域の課題解決に向けた事業などに積極的に

取り組み，住民の身近な地域における学習の拠点として「地域教育」の推進に向けた事業を実

施する。 

  なお，講座等事業の実施にあたっては，開催日時や学習手法の検討，託児の充実など，引き

続き受講環境を整備することにより，多くの市民が参加できるよう努めるとともに，地域の各

種団体や企業などとの連携に配慮する。 

 

※ 別紙１『各種生涯学習講座が重点的に担う領域のイメージについて（平成２５年１０月）』 
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（３）重点項目 

ア 人間力の向上に資する事業の充実 

激しく変化する社会の中で，市民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの喜

びや仲間づくりにつながる趣味・教養的な講座を実施するとともに，引き続き地域課題や

生活課題に対応する講座の拡充を図る。 

また，平成２６年１０月に，本市の「社会教育委員の会議」から『「社会の要請」と求め

られる学習について』として提言がなされた，「超高齢社会」や「子育て・子育ち環境の変

容」，「規範意識・社会性の低下」などの早急に対応すべき課題に対し，関係部局や関係機

関等との連携を図りながら，講座として着実に展開していく。 

 

※ 別紙２『「社会の要請」と求められる学習について（平成２６年１０月）』 

 

イ 家庭・地域の教育力の向上に資する事業の充実 

「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割や責

任，子どもとの関わり方などについて保護者の気づきを促す講座や子育ての知識や技術を

身につけるための講座などを実施する。実施にあたっては子育て中の親の仲間づくりにつ

ながるよう，参加交流機会の充実に努める。 

また，地域ぐるみで子どもを育てる意識の醸成を図るとともに，学校や企業など，地域

を構成する各主体とのより一層の連携・協力を図り，家庭と地域が抱える課題の解決に資

する事業の充実に努める。 

 

ウ 学習情報拠点としての充実 

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的確に対応す

るため，生涯学習センターは地域の学習情報の拠点として，積極的な情報収集や提供とと

もに生涯学習センターの情報共有を行い，学習相談の充実に努める。 

また，平成２６年度にリニューアルする「宇都宮市生涯学習情報提供システム」（通称「マ

ナビス」）を有効活用し，より充実した学習情報の提供に努める。 

 

エ 地域社会を支える人材育成と学習成果の活用の促進 

市民の地域に根差した学習活動を推進するため，各種ボランティア等の養成を推進する

など，地域で活躍できる「人づくり」の充実を図るとともに，地域に目を向け，地域のも

つ魅力や課題に気づくきっかけとする「地域学講座」の実施・充実に努める。 

また，学んだ人材が学習成果や経験を活かせるような機会と場の提供に努めるとともに，

マナビスに新たに搭載する「人材バンク」機能を効果的・有効的に活用し，地域住民同士

や関係団体等をつなぐネットワークシステムの構築に努める。 



平成２７年度 生涯学習センター事業運営の考え方について（平成２６年度からの変更点） 

 

項目 平成２６年度からの変更点 

（１）基本的な考え方 

※ 地域の絆や人と人とのつながりの重要性，「互助・共助」という気運を持続的なものとすることについて追記 

・「社会教育委員の会議」からの『「社会の要請」と求められる学習について』の提言を踏まえ，「互助・共助」による絆づくり・地

域づくりにつながる事業の充実について明示 

（２）各生涯学習センターの役割 ※ 変更なし 

（３）重点項目 平成２６年度からの変更点 

 

ア 人間力の向上 

※ 「社会教育委員の会議」からの『「社会の要請」と求められる学習について』の提言における課題を明記 

・「超高齢社会」や「子育て・子育ち環境の変容」，「規範意識・社会性の低下」などの早急に対応すべき課題に対する講座の展開に

ついて明示 

イ 家庭・地域の教育力の 

向上 
※ 変更なし 

ウ 学習情報拠点 

※ 平成２６年度にリニューアルの「宇都宮市生涯学習情報提供システム」（通称「マナビス」）の有効活用について追記 

・地域の学習情報の拠点として，積極的な情報収集や提供とともに生涯学習センターの情報共有を行い，学習相談の充実に努めるこ

とを明示 

エ 人材育成と学習成果の 

活用の促進 

※ マナビスに搭載の「人材バンク」機能の活用と，関係団体等をつなぐネットワークシステムの構築について追記 

・地域に目を向け，地域のもつ魅力や課題に気づくきっかけとする「地域学講座」の実施・充実に努めることを明示 

・学んだ人材が学習成果や経験を活かせるような機会と場の提供に努めるとともに，「人材バンク」を活用した関係団体等をつなぐ

ネットワークシステムの構築に努めることを明示 
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各種生涯学習講座が重点的に担う領域のイメージについて（平成２５年１０月） 

① 講座の内容（学びの深度）による区分 ② 講座の目的（対象）による区分 

 
【生涯学習センター】 
 ・ 「実学的」な講座を主として，「教養的」な講座まで，幅広い領域を担う。 
 ・ 「一般的」なレベルの領域を担う。 
 
【人材かがやきセンター】 
 ・ 主に「実学的」な講座の領域を担う。 
 ・ 「一般的」な講座から「専門的」な講座まで，幅広いレベルの領域を担う。 
 

【市民大学】 
 ・ 主に「教養的」な講座の領域を担う。 
 ・ 「専門的」なレベルの領域を担う。 

 

【生涯学習センター】 
 ・ 市民生活の場である「地域」的なテーマの講座を展開する。 
 
【人材かがやきセンター】 
 ・ 本市の地域教育推進拠点であり，「広域」的なテーマの講座を展開する。 

 
【市民大学】 
 ・ 全市民を対象としており，「広域」的なテーマの講座を展開する。 
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③ 各種講座の関連性について 
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【例】子育て講座 

男の料理講座 

【例】とちぎの仏像 

【例】家庭教育サポーター養成講座 

生涯学習コーディネーター養成講座 

【例】地域学講座 

少年ふるさと教室 

中一ギャップ 

【例】思春期の心 

【例】現代アート 

里山の今 本市に縁のある作家 



 

 ○早急な対応が必要な課題  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○必要とされる学習  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□職業観・勤労観の醸成 
・ 学校や企業など多様な機関と連携した，青少年の職業観・勤労観の育成や職業に関
する知識・技術等の習得支援 

【提言書】「社会の要請」と求められる学習について（概要） 

⑴「超高齢社会」への対応 
  高齢世帯の増加や一人暮らしによる社会的孤
立や活躍場所の不足など，地域社会における身
近な課題。 

⑵「子育て・子育ち環境の変容」への対応 
子どもたちの人間関係の希薄化や体験活動の
不足による自立意欲，社会適応力などに欠ける
青少年の増加。 

⑶「格差社会」や「勤労観の変容」への対応 
格差や貧困など将来に不安や悩みを抱える家

庭の増加，若者の勤労意欲や社会の活力低下。 

⑷「規範意識・社会性の低下」への対応 
住民の交流に対する意識の希薄化，地域にお

ける歴史・文化の継承問題，規範意識の低下。 

⑸「地域コミュニティの変容」への対応 
互助・共助機能の低下，若い世代の参加率低

下など，地域コミュニティの自治機能の衰退。 

□多様な体験活動 
・ 子どもたちが社会に関わる多様な体験活動の機会の創出（学校，家庭，地域が相互に
連携・協力した，ボランティア活動や体験活動，世代間交流の促進など） 

・ 体験活動を通した規範意識や道徳心の醸成 

□大人の道徳観の醸成 
・ 大人に対するモラルやマナーなど規範意識の向上，道徳観の醸成を図る取組の一層
の推進（地域社会を構成する一員としての責任や役割の自覚など） 

□子育て支援，家庭教育支援 
・ 格差や貧困などの社会的問題に対する，教育分野と福祉・労働・保健等の各分野が
連携・協力した親子の育ちに対する一層の支援 

□豊かな人生に向けた多様な学習の提供 
・ 生涯学習センターなどの地域の様々な関連施設における，多様な学習プログラムの
企画・提供（生きがいの創出につながる講座など） 

・ きめ細かい学習機会の提供や学習者の興味・関心を呼び起こすための啓発活動など 

□地域コミュニティの強化 
・ 「互助」・「共助」の関係のある地域コミュニティの構築 
・ 地域における課題の解決を目的とした，多様性のある地域コミュニティの形成 
・ 住民が地域に目を向け，地域と向かい合うことができる取組 

 ○提言の目的  
・ 現代の社会・経済環境の変化を踏まえながら，一人ひとりが豊かな人生を送れる社会を構築するためには，社会教育・生涯学習の振興を通じた「人づく
り」が緊要。このため「人づくり」を迅速かつ的確・着実に推進するために，多くの市民が解決していかなければならない社会的課題や，それらを解決す
る上で必要な学習について提言するもの。 
※ 社会教育・生涯学習の振興を通じた「人づくり」 
・ 社会の多様性を尊重しつつ，幅広い知識や柔軟な思考力，課題解決力（自立した個人としての力） 
・ 社会性や公共性，豊かな人間性など，個々人が社会の中で他者と連携・協働しながら様々な課題や問題を乗り越えていく力 

（社会を構成し，運営する力） 

子どもに関わる課題に対する学習 

成人に関わる課題に対する学習 

高齢者に関わる課題に対する学習 

地域住民に関わる課題に対する学習 



 

 提 言 書  
 

 

「社会の要請」と 
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平成２６年１０月 

宇都宮市社会教育委員の会議 
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提言にあたり 

 

我々を取り巻く社会環境は，長期にわたる人口減尐局面を迎えており，今後，

高齢化率の増加や生産年齢人口割合の減尐など，尐子・超高齢社会への著しい

変容が見込まれている。経済環境については，政府は日本経済の持続的な成長

を確固たるものにすべく，平成２６年６月に『「日本再興戦略」改訂 2014』を閣

議決定し，企業の収益水準・生産性の向上や女性のさらなる活躍促進などに断

固たる決意で取り組んでいるところである。このような中，新興国における産

業基盤の蓄積に伴う国内産業の競争力の低下，非正規雇用比率の増加に伴うワ

ーキングプアといわれる若者の増加，消費税率の引き上げに伴う個人消費の反

落など，持続的経済成長社会の実現を期待しているにもかかわらず，不安的要

素も払拭できない状況である。 

 

宇都宮市においても，総人口は平成２９年にピークを迎えた後，人口減尐に

転ずるものと予測されており，平成４２年には，６５歳以上の高齢者の割合が

２９％に達する見通しとなっている。行政では，このような人口減尐時代の到

来を見据えた上で「第５次宇都宮市総合計画」を策定し，「みんなが幸せに暮ら

せるまち」「みんなに選ばれるまち」「持続的に発展できるまち」の実現をまち

づくりの目標として掲げ，魅力あふれる宇都宮の構築に向けて取り組んでいる。 

 

我々は，宇都宮市の社会教育委員として，こうした社会・経済環境の変化を

踏まえながら，一人ひとりが豊かな人生を送れる社会を構築するためには，社

会教育・生涯学習の振興を通じた「人づくり」が緊要であると考えている。 

社会教育・生涯学習の振興を通じた「人づくり」とは，「社会の多様性を尊重

しつつ，幅広い知識や柔軟な思考力，課題を解決する力（自立した個人として

の力）」とともに「社会性や公共性，豊かな人間性など，個々人が社会の中で他

者と連携・協働しながら様々な課題や問題を乗り越えていく力（社会を構成し，

運営する力）」の養成である。 

 

これらの「人づくり」を，迅速かつ的確・着実に推進するためには，多くの

市民が解決していかなければならない社会的課題や，それらを解決する上で必

要な学習について，教育行政に携わる社会教育委員として，それぞれの立場か

ら議論・検討し，方向性を導くことに，大きな意義があると考えている。 

このようなことから，社会教育委員の総意として，本市において可及的速や

かに取り組むべき学習課題，いわゆる『「社会の要請」と求められる学習につい

て』ここに提言する。 
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〔提 言〕 

１ 「社会の要請」の高まり 

 近年の社会・経済環境の変化を背景として，特に以下に述べるような課題

において早急な対応が必要である。 

 

⑴ 「超高齢社会」への対応 

急激な高齢化の進展の影響は，医療や介護，年金等の社会保障制度の対

応が大きな課題であるだけでなく，高齢世帯の増加や高齢者の一人暮らし

による社会的孤立，活躍場所の不足など，地域社会における身近な課題と

してあらわれている。 

 

⑵ 「子育て・子育ち環境の変容」への対応  

尐子化や核家族化，また高度情報化などの社会状況が，地域社会などに

おける子どもの育ちをめぐる環境や，家庭における子育て環境を変化させ

ている。また，これにより，子ども同士が遊びに集中し，互いに影響しあ

って活動する機会の減尐など，人間関係の希薄化や体験活動の不足により，

自立意欲や社会適応力に欠ける青尐年の増加が懸念される。 

 

⑶ 「格差社会」や「勤労観の変容」への対応  

家庭の社会経済的背景が，その後の就労をはじめとした「格差」や「貧

困」などにもつながるとの指摘がされており，子どもの将来や老後の生活

に不安や孤立を感じ，悩みを抱える家庭が増えている。また，雇用情勢の

変化の影響が，若者の勤労意欲や社会の活力低下につながることが問題と

なっている。 

 

⑷ 「規範意識・社会性の低下」への対応  

家族形態の変容や都市化，情報化の急速な進展，価値観やライフスタイ

ルの多様化を背景として，近所づきあいなどの住民同士の交流に対する意

識が希薄になっている。また，これにより，地域における歴史・文化の継

承の途絶や，地域社会における規範意識の低下が問題となっている。 

 

⑸ 「地域コミュニティの変容」への対応  

地域における人のつながりや連帯感，支え合いの意識の希薄化は，地域

コミュニティにおける互助・共助機能の低下を招くだけでなく，若い世代

の地域活動への参加率低下や多様化する地域の課題に関心を持たない，積

極的に関わろうとしない大人の増加など，地域コミュニティの自治機能を

衰退させる原因となっている。 
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２ 必要とされる学習 

これらの課題に対して，必要とされる学習は以下のとおりである。 

※（  ）は関係する課題 

⑴ 子ども・青少年に関わる課題に対する学習 

  多様な体験活動  

（「子育て・子育ち環境の変容」，「規範意識・社会性の低下」） 

子ども・青尐年においては，様々な学習を積み重ね，多くの人との出

会いを通して，成人としての自己を築く時期であり，学校，家庭，地域

が相互に連携・協力し，ボランティア活動や体験活動，世代間交流の促

進など，子どもたちが社会に関わる多様な体験活動の機会を創出してい

くことが必要である。 

こうした課題に対する学習において最も大切なことは，人間同士の直

接の触れ合いである。実社会においては，生活体験・社会体験・自然体

験などのあらゆる場面における直接体験こそが重要であるとともに，体

験活動を通して「思いやり」や「礼儀正しさ」など，日本人が古来大切

にしてきた規範意識や道徳心の醸成も図っていく必要がある。 

 職業観・勤労観の醸成  

（「格差社会」や「勤労観の変容」） 

青尐年が職業に就き，社会経済的に自立することは，社会を生き抜く

上での基盤であるとともに，社会にとっても持続的な発展を続ける上で

欠かせないものである。雇用情勢が不安定となる中，行政においては，

学校や企業など多様な機関と連携を図りながら，青尐年の職業観・勤労

観の育成や職業に関する知識・技術等の習得を支援することが必要であ

る。 

 

⑵ 成人に関わる課題に対する学習 

 子育て支援，家庭教育支援  

（「子育て・子育ち環境の変容」，「格差社会」や「勤労観の変容」） 

格差の進行や貧困など，家庭を巡る状況の変化は，個々の家庭の頑張

りや努力だけでは対応が難しい社会的問題となっており，こうした課題

にあたっては，行政においては，教育分野と福祉・労働・保健等の各分

野が連携・協力し，親子の育ちを一層支援していくことが必要である。 

  大人の道徳観の醸成  

（「規範意識・社会性の低下」，「地域コミュニティの変容」） 

周囲の人や地域とのつながりを持たない大人が増加しており，大人自

身の気づきや意識の変容が必要である。地域社会を構成する一員として

の責任や役割を自覚し，子どもや他の大人の模範となれるよう，モラル

やマナーなど規範意識を高めるとともに，道徳観の醸成を図る取組を一

層推進していくことが必要である。 
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⑶ 高齢者に関わる課題に対する学習 

  豊かな人生に向けた多様な学習の提供  

（「超高齢社会」） 

高齢者がリタイア後の人生を明るく安心して生活するためには，健康

で生きがいのある生活と地域社会との関わりが必要である。こうしたこ

とから，高齢者に対する学習については，生涯学習センターなどの地域

の様々な関連施設が，コミュニティビジネスを含めた高齢者の生きがい

の創出につながる講座や，近年大きな問題となっている高齢者を狙った

特殊詐欺に関する講座など，多様な学習プログラムを企画・提供するこ

とが必要である。 

高齢者の学習については，身体的事由や意欲の低下など，学習活動の

参加が困難な場合もあることから，積極的な学習機会の提供や学習者の

興味・関心を呼び起こすための啓発活動など，きめ細かい配慮や工夫が

必要である。 

 

⑷ 地域住民に関わる課題に対する学習 

  地域コミュニティの強化  

（「超高齢社会」，「規範意識・社会性の低下」，「地域コミュニティの変容」） 

生活環境の整備や防犯・防災など，個人の力では解決できない様々な

地域の課題に対応していくためには，日頃から地域の住民同士がつなが

りを持ち支え合い，助け合う「互助」・「共助」の関係のある地域コミュ

ニティの構築が必要である。特に，超高齢社会の到来により，地域コミ

ュニティの役割や期待は益々高まってきており，地域における様々な課

題の解決を目的としてコミュニティが結びつき，多様性のある地域コミ

ュニティの形成が必要である。 

行き過ぎた個人主義の風潮や社会全体のつながりの希薄化等が問題と

なっている近年においては，郷土愛の醸成や地域学講座など，今一度住

民が地域に目を向け，地域と向かい合うことができる取組を通して，地

域コミュニティの強化を図ることが必要である。 
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３ おわりに 

 この提言は，冒頭でも述べたように，社会教育・生涯学習の振興を通じたこ

れからの人づくりを推進していく上で解決していかなければならない社会的

課題や，必要な学習について議論・検討し，とりまとめたものである。 

 人づくりにおいては，教育委員会に限らず，市役所の他部局や関係機関など

においても様々な取組が展開されており，それらの連携・協働は相当に進んで

いるものの，急速な社会・経済環境の変化における社会的課題の解決に向けた，

多様な主体との連携・協働は，必ずしも十分に進んでいるとは言い難い状況で

あると考えている。 

 今後，社会教育行政が，社会教育・生涯学習の役割を各地域において目に見

える形で示していくためには，地域住民の絆の構築，地域コミュニティの形成，

地域課題の解決といった地域の総合的な課題に対応できるよう，地域の多様な

主体との連携・協働によるネットワークの構築を一層推進していくことが必要

であり，行政においては，本提言を踏まえ関係部局が連携し，効果的な取組が

推進されることを期待し，提言するものである。 

 

 

 

 

 

宇都宮市社会教育委員 

 

上 野 修 一   吉 田 治 

宇 賀 神 貴   勝 田 健 一 

刀 川 啓 一   伊 藤 三 千 代 

今 井 政 範   小 池 操 子 

福 田 治 久   廣 瀬 隆 人 

櫛 渕 澄 江   河 田 隆 

坂 本 宏 夫   佐 々 木 一 隆 

荻 野 久 一   山 尾 貴 則 

橋 本 裕 文   髙 橋 美 幸 
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生涯学習コーディネーター制度の見直し（案）について 

 

◎ 趣 旨 

 本市が実施している生涯学習コーディネーターの育成及びあり方等に関する制度の見直しに

ついて協議するもの 

 

１ 現行の生涯学習コーディネーター制度 

 コーディネーターは，下記センターのうち，希望するセンターに登録し活動を行っている。 

   ① 人材かがやきセンターにおいて，市民大学の企画・運営及び運営ボランティア 

   ② 中央・東・西・南・北・河内・上河内生涯学習センターにおいて，各センター主催講

座の企画・運営ボランティア 

 

２ 現行制度の問題点 

(1) 各生涯学習センター間におけるコーディネーター活動・環境の差異  

(2) 各生涯学習センター主催講座における活動機会の不足 

(3) 市民活動センターと地区市民センター間でのコーディネーター配置の差異 

(4) 市民大学におけるコーディネーター企画講座の停滞化 

 

３ 検討経過等 

平成２６年２月～ 現状と課題の整理・具体策の検討 

３月  生涯学習センター運営審議会へ制度の見直しについて付議・承認 

４月～ コーディネーター養成講座の休止及び制度の見直しについての検討 

７月  １８生涯学習センターへのヒアリング 

８月  現生涯学習コーディネーターへのヒアリング（アンケート実施） 

現生涯学習コーディネーターとの意見交換（生涯学習コーディネーター 

連絡会議等） 

      １０月  生涯学習センター運営審議会へ制度の見直し（案）を付議 

 

４ 新制度（案）の概要 ･････････････ 別紙参照 

 (1) 名称の変更 

   現行の「生涯学習コーディネーター」から「講座企画・運営ボランティアスタッフ（「以

下「Ｖスタッフ」という）」に変更とする。 

    ⇒ 実務内容に即した名称にすることにより，具体的な役割が見えやすくなる。 

 (2) 登録方法の変更 

   現行の各生涯学習センター登録制を廃止し，全てのＶスタッフを人材かがやきセンター登

録とする。 

    ⇒ 個人の自発的意思によりグループ化して活動することが可能となる。 
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 (3) 企画提案方法の見直し 

   各生涯学習センターからの要請に基づき，Ｖスタッフが希望する生涯学習センターに講座

を企画提案できることとする。 

    ⇒ 全生涯学習センターにおいて，Ｖスタッフの活動が可能となる。 

    ⇒ 同一年度内において，複数の生涯学習センターで講座を実施することが可能となる。 

(4) 企画講座バンクの新設 

   生涯学習コーディネーター企画提案講座の情報を蓄積した講座バンクを導入し，各生涯学

習センターからの要請に基づき活用できることとする。 

    ⇒ 同一年度内において，複数の生涯学習センターで講座を実施することが可能となる。 

    ⇒ 過去に実施した講座を再度，他の生涯学習センターで実施することが可能となる。 

 

５ 今後の予定 

平成２７年４月～  現行「生涯学習コーディネーター制度」により既存の活動実施 

６月   「Ｖスタッフ養成講座」開始 

       ８月   新制度の運用開始（企画・運営） 

平成２８年４月   Ｖスタッフ制度へ移行 

            

 

 



 
 

※ 補足 

 

・各生涯学習センターが講座を選考する方

法は以下の２通りとする 

 ・Ａ方式：左図上段の①～⑥の手順を経

て採用 

 ・Ｂ方式：左図下段の企画講座バンクか

ら採用 

 

・企画講座バンクに格納する講座について

は，下記のとおりとする。 

⑴過去に各生涯学習センターで実施さ

れた市民運営講座 

⑵生涯学習センターからの要請に応じ

て企画・提出されたが，選考されなか

った講座 

⑶自主提案講座 

 

③企画提出 

○
○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

人
材
か
が
や
き
セ
ン
タ
ー 

②講座枠の周知 

企画の募集 
①講座枠の情報提供（任意） 

 

④全ての応募企画の 

報告・選考依頼 

⑤選考結果の報告 

      

⑥選考結果の通知 

（応募者全員） 

新 

③講座準備・運営【随時】 

①企画講座バンクから 

 活用依頼【随時】 

②企画講座バンクから 

 企画採用の通知【随時】 

⑦講座準備・運営【随時】 

新制度（案）の流れ 

Ａ方式 

Ｂ方式 

別紙 


